
２０１４年３月２７日 
会員・関係 各位 

２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会 
事務局長  正森 克也 

 
 
４・２４ 輝け！いのち ヒューマンチェーン（国会大包囲）行動にご参加ください 

当日、要望署名を最終提出します 
 
 早春の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃は、２１・老福

連の諸活動にご協力を賜りありがとうございます。 
 
 さて、別紙のとおり「４・２４輝け！いのち ヒューマンチェーン（国会大包囲）」行動が呼びかけ

られ、実行委員会で準備がすすめられています。２１・老福連も賛同団体として、この行動に全国から

参加をしてまいります。 
あわせて、昨年末から取り組んできました「介護保険制度の抜本的改善を求める」要望署名を、当日

最終提出をしたいと思います。 
 今通常国会には、「要支援者の保険外し」「特養入居を要介護３以上に限定」「一定以上所得者の利用

料倍増」などを柱とする介護保険法改悪案が医療制度改悪案との一括法案として上程されています。社

会保障制度の大改悪を許さない共同の取り組みを広げるため、下記要領で当日の行動にご参加いただき

ますとともに、署名を集約してお届けいただきますようお願いいたします。 
 

記 
 
１．行動日時・場所 

    ２０１４年４月２４日（木）午後１２時３０分～１５時３０分 
               東京・日比谷野外音楽堂から国会周辺 

※ 行動終了後、厚労省に要望署名を提出 
 
２．集合場所・スケジュール 

    日比谷野外音楽堂に１２時３０分集合 
       ※ 舞台に向かって一番左側の最前列付近に集合（「２１・老福連」のぼり旗を目印に） 
      

１２：３０～ “輝け！いのち”市民大集会（日比谷野外音楽堂） 
     １３：３０～ 国会請願パレード 
     １４：３０～ 国会包囲ヒューマンチェーン 
     １５：３０  終了予定（現地解散） 
       ※ 国会包囲行動終了後、ご参加いただける方で厚労省へ要望署名提出行動。最終的に

は、１７時頃に全行動の終了を予定しています。 



３．要望署名の提出期限 

    ２１・老福連事務局への署名送付の期限を４月１９日（土）といたします。 
 
４．署名の提出要領 

    事務局へお送りいただく場合も、当日行動にご持参いただく場合も 
   別紙「表紙」（老福連ホームページからダウンロードしていただけます）を使い、 

３００枚を一綴りで「ひも綴じ」して、表紙に「 ○○枚 ○○○筆 」と明記してください。 
３００枚にならない場合も、同様にひも綴じして、表紙をつけてご提出ください。 

 
５．とりくみ集約 

   つぎの報告表に、署名の到達と行動参加予定者を記入して、老福連事務局へ FAXしてください。 
  また、各職場や地域での取り組みの様子を写真や文章で事務局へお寄せください。 
   民医連や社保協の署名など関連する署名の取り組みも「他の署名の到達数」に記入してください。 
  

報告者名　（　　　　　　　　　　）

氏名 性別 職種 署名提出行動

1 参加できる　・　参加できない

2 参加できる　・　参加できない

3 参加できる　・　参加できない

備考

署名とりくみ報告表

FAX送信先　０６－６７７０－１６１１　（表紙不要）

送信日　　　　　　月　　　　　　日

施設名　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４・２４ 輝け！いのち ヒューマンチェーン（国会大包囲）行動参加  予定者

老福連署名の到達数（累計） 他の署名の到達数（累計）

　　　　　　　　　　　　　　筆　　　　　　　　　　　　　　　　　筆　　　



２０１４年 ４月２４日 

厚生労働大臣 

田村 憲久 殿 

 

国民には安心の介護を 職員には待遇改善を 

介護保険制度の抜本的改善を求める要望書 

 

 

 

      枚       筆 
 
 
 
 
 
 

【取り扱い団体】 21 世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会 
（ 21・老福連 ） 

代表幹事  小野 ともみ 
                                            

同   西岡  修 
                                            

同   廣末 利弥 
 
 

 



 

２０１４年２月１０日

           御中 
呼びかけ人（アイウエオ順） 
勝田 登志子（公益社団法人 

認知症の人と家族の会副代表） 
川島 みどり（日本赤十字看護大学客員教授） 
本田 宏  （済生会栗橋病院院長補佐） 

 

“輝けいのち”４・２４ヒューマンチェーン行動への参加呼びかけ 

 
 「安心してこの国で暮らし続けたい！」「いつでも、どこでも、誰でも必要な時に、安全な医療や介護が受けられ

るようにしてほしい」、国民の最も切実な願いのひとつです。 
 ところが政府は、「社会保障と税の一体改革」の名のもとに、社会保障制度改革推進法で社会保障の基本理念を「自

己責任」「相互扶助」に変え、その具体化をすすめる「プログラム法」を昨年の臨時国会で成立させました。憲法２

５条の生存権保障の棚上げといわざるを得ません。そして、４月の消費税率の引き上げの一方で、年金や生活保護

の改悪にくわえ、７０歳から７４歳の医療費の窓口負担を現在の１割から２割へと倍加し、通常国会には「医療・

介護総合推進法案」（仮称）を提出し、軽度者の介護保険からの締め出しなど、医療と介護の総改悪をすすめようと

しています。 
 この改悪に反対し、医療・介護の現場から患者・利用者さんとともに憲法に基づき国民のいのちと安全を守れの

声と共同をひろげ、社会保障制度の大改悪に反対する運動を大きくすることがいま求められています。 
 その一つの契機として、私たちは以下を素案に、実行委員会形式で「“輝けいのち”４・２４ヒューマンチェーン

行動」にとりくむこととしました。 
 つきましては、下記のように多くの方々の実行委員会への参加を呼びかけます。 
 

記 
１、４・２４ヒューマンチェーン行動実行委員会にご参加いただくこと 

 貴組織・個人として、実行委員会にご参加ください。恐れ入りますが、別紙で参加の可否をご回答いただければ

幸いです。 
  なお、実行委員会の結成の会議は、以下の日程で予定しております。 
  日時：２月２０日（木）１４：００～１６：００ 
  会場：全国保険医団体連合会 ４階大会議室 
 
２、“輝けいのち”４・２４ヒューマンチェーン行動（素案）について 

 今後、実行委員会で詳細を検討していただきますが、準備段階で私たちが考えている素案は以下の通りです。 
  名称：“輝けいのち”４・２４ヒューマンチェーン行動 
  日時：２０１４年４月２４日（木）１２：００～１５：３０（予定） 
  目的：医療・介護総合推進法案（仮称）など、政府がすすめる社会保障制度の大改悪に反対し、憲法２５条に

基づく医療・介護の実現を求める共同づくりの一つの契機とする 
  規模：５０００名以上 
  内容：（たたき台） 
    １２：１５  集合・日比谷野外音楽堂 
    １２：３０～ “輝けいのち”市民大集会（１時間） 
    １３：４５～ 国会請願デモ 
    １４：３０～ 国会包囲ヒューマンチェーン 
    １５：３０  終了予定 
  その他：国会議員要請は、この行動の前後に各団体の独自行動として計画する 



 



  



日比谷野外音楽堂のご案内 

 

このあたりに集合 

※目印「２１・老福連」のぼり 

１１時半ごろから事務局が待機します 

ここです 


